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平成 10年 12月 26・ 27日に大津市の琵琶湖ホテルで
230 名の参加により開催された第２回滋賀医科大学 
フォーラムに、 同窓会代表として参加しましたので報告
します。  私は同窓会の立場から、 感想と意見・要望な
どを書かせていただきました。
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同窓会が見た

第2回滋賀医科大学フォーラムの日程

第

M
C
C

築
構
の
）

言えなかった意見を含む
中島滋美

第２回滋賀医科大学フォーラムに参加して

同窓会副会長 （２期生）

２

［目　的］　21世紀の大学像に対応した大学改革に関する検討
［期　日］　平成 10年 12月 26日 （土）・ 27日 （日）
［場　所］　琵琶湖ホテル
［参加者］　滋賀医科大学教授、 助教授、 講師、 助手、 事務職員
　　　　　　医員 （研修医）、 大学院生、 学生、 同窓会会員
［日　程］
▼ 12月 26日 （土）
    総合司会               大久保教授
  9 ： 30～  9 ： 40　  学長挨拶、 フォーラム説明
  9 ： 40～ 10： 40    21 世紀に向けての本学の方向性について
  　　　　　　（馬場教授、 堀池教授）
10： 40～ 12： 30      地域医療について （三ツ浪教授、
                                        筒井教授、 森山副看護部長）
12： 30～ 13： 30 　　昼　食
13： 30～ 15： 30      研究の活性化について （大久保教授、
                                        木村博教授、 松浦教授、 工藤教授）
15： 30～ 15： 45 　　コーヒーブレーク
15： 45～ 17： 00      研究の活性化について
17： 00～ 18： 00      新評価システムについて
                                     ( 上島教授、 吉川教授）
18： 30～ 20： 00　          懇  親  会
　
▼ 12月 27日 （日）
  9 ： 30～ 12： 00      教育改革について （野田教授、 西　教授）
12： 00～ 13： 00　　　    昼　食
13： 00～ 14： 30      看護学科の将来像について （岡部教授、
                                                                         泊　教授）
14： 30～ 14： 45　　　     コーヒーブレーク
14： 45～ 16： 30      大学運営体制の整備について （馬場教授、
                                                                           堀池教授）
16： 30～ 17： 00      全体討論及びまとめ （大久保教授）
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どう生き残るか　　、“ソフト ”の議論と共に “ハード ”の工事も着々とすすむ

図書館横の広場に、 図書館増改築及びコラボレーション
センター新設工事が行われている。 来年８月完成予定。
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第２回滋賀医科大学フォーラムに参加して

が発行されます
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私の研究

　滋賀医科大学 2期生で卒業後、横浜市大、
昭和大学、米国海軍病院（USNH）などで勉
強したあと眼科医院を開業した。 開業直後
は学会どころではなかった。いかに経済的に
自立するかが問題だった。しかし、1989 年
から学会活動を再開した。世界的に活躍した
いとの希望もあり、最初にヨーロッパ眼科学
会で発表した。ここである著明なアメリカの
先生に注目され、その先生の眼科病院で勉強
しないかとの誘いがあった。翌 1990 年から
は米国での臨床経験とともに米国の眼科学会
に挑戦し始めた。医学は全て英語が中心の世
界であり、英語ができないことは無能とみな
される。 1990 年には前眼部手術では世界
最高の学会であるASCRS（アメリカ白内障
屈折矯正手術学会）で初めて白内障と緑内障
の新しい同時手術を発表し、望外の第一位の
評価を得た。翌年は白内障と乱視矯正手術を

世界で初めて発表し、学会会長から日本にも
やっとライバルが現れたと握手を求められた
ものだ。アメリカは医学の中心であ る。とく
に米国の学会は実質的に世界大会である。日
本の臨床眼科学は米国より約 10 年は遅れて
いる。初めて発表した時に強いカルチャー
ショックを自覚した。そして米国の学会では
多くの著明な眼科医と友人となり、かつクリ
ニックを訪ねた。年に通算２ヶ月近く自分の
クリニックを閉じて研究や勉強で米国にいる
為、日本の友人はつぶれないか大丈夫かと心
配したが、その時は世界最先端の手術を追求
すると決めていた為にあまり気にしなかった。
実際のところ、現在他に医師を雇用し、自分
自身でも年間４千件の白内障手術を施行して
いる。当院は日本で一番手術件数が多く世界
最高レベルのクリニックとなっている。この
ASCRS 学会はその後の自分の主要な学会と
なった。競争のある会は Film Festival という
が、ビデオで発表する。９部門でそれぞれに
一位 (Winner) と佳作 (Runner up) の受賞が
発表され、かつ全ての演題のなかでその年の
最高のグランプリ (Grand Prize Winner) が最
後に発表され計 19の受賞が決まる。筆者は第
一位を受賞したあと毎年発表したが、８年間
で５回の一位 (Winner) と３回の佳作 (Runner 
up) を受賞した。しかし、最高の賞であるグラ
ンプリはどうしても取れなかった。 こうして、
1998 年度の学会が４月にあった。最近は日
本からの応募が非常に多くなっ た。実は今年
は滋賀医大の後輩の目加田君も佳作 (Runner 
up) を受賞した。彼は喜びのあまり審査員に
５回もキスを浴びせ帰りに躓いていた。 自分

深作眼科院長 深作秀春 （２期生）

米国眼科学会グランプリ大賞を受賞

では今年は絶対の自信があった。なぜなら従
来から目の調節としてドイツのヘルムホルツ
の説が定説となっていたが、これは実は間違
いで、新しいフカサク説を発表し、これを応
用した老眼の手術理論を提唱したからであ
る。ただこれはアインシュタインの相対性理
論と同じくらい理解しにくい歴史を変える理
論であった。しかし、発表の最後の部門迄自
分の名前は呼ばれなかった。がっくりして
いたら、最後に『Accommodation in the 
Pseudophake』 と聞こえた。そうだ最後に
眼科のノーベル賞といえるグランプリがあっ
たのだ。Hideharu Fukasaku, Yokohama, 
Japan と高らかに自分の名前が呼ばれた。天
にも昇る気がした。この新理論は歴史に名を
刻むこととなった。 最近はこれ以外にもさら
に大きな学会のAAOにも多くの発表をする
ようになった。これらの活躍が認められ、今
年は眼科医の英文教科書を 3冊米国大手の出
版社より分担出版し、英文の論文も多く出し
た。さらに４つの国際眼科学会の評議員とな
り、３つの米国学会誌の論説委員となった。
最近のことであるが、ASCRSの Editorial 
Board となったのみでなく、米国人以外では
初めて Program Committee の 10番目の
member となった。 今年は世界中からの講
演や論文依頼が特に多い。必死で頑張ってき
たが、いつのまにか世界の先頭を走っていた。
後輩の皆に言いたいのは、医学は英語で発表
しなくては世界では認められないし、日本の
中でやっているだけでは世界の流れから常に
10年は遅れてしまうという事だ。卒後努力
しない者は、役立たずとなってしまう。精進
してもらいたい。

‘98 年度 ASCRS（アメリカ白内障屈折矯正手術学会）で眼科
のノーベル賞と言われるグランプリ受賞。学会会長の Spencer 
Thornton 先生と深作秀春先生。
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学外臨床実習協力病院一覧表
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  1997 年度事業報告
  1. 湖都通信を 3回発行
  2. 勢多だよりの購入発送
  3. 滋賀医学国際協力会に参画 475,000 円
  4. 卒業式と入学式に参列
  5. 新入生オリエンテーションに出席
  6. 新入生歓迎委員会へ 10万円寄付
  7. 湖医会カードの拡充
  8. 関連病院長会議に出席
  9. 若鮎祭へ 20万円寄付
 10. 看護学科竣工式典に出席
　 11.「大学フォーラム」に参加
 12. 名簿情報の管理
 13. 学外卒業生向けの図書館利用案内
 14. ７期生同期会
 15. 特別な理由による就学困難な準会員を補助する事業
 16. 大学幹部との交流　 
 17. 看護学科第１期生入会 
 18. 保育園設立準備調査委員会発足 
 19. パソコン他購入
 20. 卒業生祝賀会 10万円寄付
 21. その他

  1998 年度事業計画 
  1. 湖都通信の発行
  2. 勢多だよりの購入発送
  3. 滋賀医学国際協力会に参画
  4. 卒業式と入学式に参列
  5. 新入生にオリエンテーション
  6. 新入生歓迎委員会へ寄付
  7. 湖医会カードの拡充
  8. 関連病院長会議に出席
  9. 若鮎祭へ寄付
 10. 看護学科とのフリートーキング
 11. 名簿情報の管理
 12. 学外卒業生向けの図書館利用案内
 13. ８期生同期会
 14. 特別な理由による就学困難な準会員を補助する事業
 15. 大学幹部との交流　 
 16. 大学公開講座への協力
 17. 保育園設立準備調査委員会の活動
 18.20 周年事業計画委員会を設ける
 19. 法人化調査委員会を設ける
            20. その他

   各担当委員長からの報告
 1）名簿担当
    ・99 年は名簿発行の年に当たる。今回の発送も過去　　　　　　 
   　3年間（95.96.97 年）の会費完納者のみにする　　　
 2）OA化担当
   ・今年度にホームページを開設できるよう準備することになった。 
   ・これに伴う予算請求があり、承認された。
 ３）湖都通信担当
   ・印刷会社と FDでのやり取りが可能になり、印刷代がかなり  
  　削減できることになった 
   ・サブエディターに門脇幹事（14期）と山根幹事（18期）が
　　　　　　　就任した

 ４）渉外担当
   ・ホテルグランヴィア京都と優待契約を結ぶ
   ・法人化について専門家から情報を得た。
 

   その他
 1）臨床実習新カリキュラムの実施の協力について
   経緯と現状が説明され、本会も協力することが確認された
 2）保育園設立準備調査について
   既存の大学内保育所にアンケートを行った
 3）「湖医会」法人化について
   法人化調査委員会を発足させた　

１９９８年度（第12回）同窓会総会議事録
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